
Ⅴ  社会貢献・産学連携活動状況





1．地域社会への貢献

（1）自治体・他機関等との連携協定
　　【獣医学研究院との協定：7件】� 令和 2 年 3月末現在

相手先名称 連携目的 連携内容 連携期間 備考

標津町
（北海道）

学術・地域振興・教育文化など
の分野における協働を推進する。

・野生動物の生態・感染症・保護管理お
よび環境保全研究

・家畜の獣医療・飼養管理および農林水
産業の地域振興

・学生実習・研修・公開講座などの人的
交流・人材育成

・その他必要な事項

平成 24 年 3 月 10 日〜

国立感染症研究所
わが国の学術研究と教育の発
展，科学技術の向上に，新たな
重要な役割を果たす。

・共同研究等の研究協力
・研究交流及び人材交流
・教育・人材育成の相互支援
・その他本覚書の目的を達成するために
必要な事項

平成 25 年 3 月 29 日〜
人獣共通感染症リ
サーチセンターと
合同で締結

国際協力機構
（JICA）

大学の知見・人材を有効に活用
することにより，モンゴル国に
おける獣医・畜産分野の指導と
普及を担う人材の調査研究能力
強化を図るとともに，大学の国
際協力分野における人材育成に
資することを目的とする。

学生等を JICAボランティアとして連携
案件に派遣するに際し，学内の支援体制
を整備する。

平成 28 年 11 月 22 日〜
令和 3年 8月 31 日

人獣共通感染症リ
サーチセンターと
合同で締結

札幌市円山動物園

相互の連携・協働を強化しなが
ら，それぞれの資源・機能を効
果的に活用し，動物に関する教
育研究活動の拡充を図り，もっ
て動物の福祉，人・動物・環境
の健全な共生，ならびに動物園
と大学の役割向上に寄与するこ
とを目的とする。

・飼育・展示動物の診療に関すること
・飼育・展示動物の繁殖に関すること
・�飼育・展示動物の調査・研究に関する
こと
・野生動物の保全活動に関すること
・環境教育活動に関すること
・人材育成及び相互交流に関すること
・�その他，双方が連携・協働が必要と認
める事項に関すること

平成 29 年 2 月 28 日〜
令和 4年 2月 27 日

北秋田市
（秋田県）

北秋田市「くまくま園」におけ
る研究事業の円滑かつ着実な実
施と，地域社会の発展に寄与す
ることを目的とする。

・クマの生体研究事業
・飼育をしているクマの提供
・活動期と冬眠中のクマの生理・代謝に
関する調査研究

・活動期と冬眠中のクマの腸内環境の調
査研究

・野生動物や自然環境に関する公開講座
・学生実習・研修などの人的交流・人材
育成

・その他必要な事項

平成 29 年 6 月 26 日〜
令和 2年 3月 31 日

※�農学研究院と共
同

姫路市
（愛媛県）

希少野生動物種の保全に貢献す
るために，動物園動物に係る教
育及び研究等の学術活動につい
て相互に連携協力することを目
的とする。

・学生の教育
・希少野生動物種の繁殖生理に関する共
同学術研究

・両者が協議して必要と認める事項

平成 29 年 12 月 1 日〜
令和 4年 3月 31 日

札幌市保健所
動物管理センター

相互の連携・協働を強化しなが
ら，それぞれの資源・機能を効
果的に活用し，動物に関する愛
護管理・教育研究活動の拡充を
図り，動物の福祉の推進ならび
に相互の役割向上に寄与するこ
とを目的とする。

・動物に愛護・管理の推進
・公衆衛生行政の教育
・災害時対応など危機管理対策
・人材育成及び相互交流
・市民啓発等
・双方が連携・協働が必要と認める事項

平成 30 年 8 月 9 日〜
令和 5年 8月 8日

　　【北海道大学との協定（獣医学研究が協力部局のもの）】
相手先名称 連携目的 連携内容 連携期間 備考

JAグループ北海道

相互に協力可能な全ての分野に
おいて，それぞれ保持する研究
開発能力及び人材等を活かして
総合力を発揮することにより，
食と農を中心とした幅広い分野
の科学技術・学術及び産業の振
興並びに教育の発展に寄与する
ことを目的とする。

・農業・食品産業を牽引する最先端技術
・食による疾病予防，健康創生
・農業イノベーションに向けた地域戦略
・農村社会資源の維持・整備
・人材育成・人材交流

平成 29 年 10 月 30 日〜
令和 4年 3月 31 日

獣医学研究院〜学
生実習先としての
連携等
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（2）公開講座及び講演会等開催状況（市民，高校生，獣医師向け）

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

市民向け 3 4 5 16 18 10

高校生向け 4 6 4 3 5 2

獣医師向け 5 5 5 5 5 11

主な公開講座・講演会等（平成 30〜令和元年度）

開催日 タイトル 開催場所 参加者

平成 30 年  5 月 13 日
北大獣医×円山動物園科学技術セミナー
あの子はオス？メス？〜動物の性別をDNAから科学的
に調べてみよう！〜

円山動物園
一般（小学
3年 生 以
上）向け

平成 30 年  7 月 25 日
平成 30 年度コムコム・くまくま講座“クマの生態を正
しく知る”
クマに学ぶ〜草食を選んだ肉食獣〜

北秋田市民ふれあい
プラザ 一般向け

平成 30 年 10 月 25 日
科学体験実習
①色を分けてみよう，②DNAを分けてみよう，③毒の
はなし

帯広市立緑丘小学校 小学生（4
年生）

平成 30 年 11 月 17 日

上川獣医師会設立 70 年記念事業・市民公開講座「ダニ
媒介性脳炎を考える」
ダニ媒介性脳炎の最新知見：北海道に常在する感染症と
して

旭川市障害者福祉セ
ンター「おぴった」 一般向け

令和元年  8 月  4 日 第 108 回サイエンス・カフェ札幌
ムシの居所が問題だ！　エキノコックスとのつきあい方

紀伊国屋書店札幌本
店 一般向け

令和元年  8 月 18 日 もりの講演会
みんなで考えよう！　外来種アライグマ問題 野幌森林公園 一般向け

令和元年 10 月 19 日 サイエンステーリング円山動物園
ヒグマってどんな動物（秋編） 札幌市円山動物園 一般向け

令和元年 11 月 30 日
旭川西高等学校 SSH北海道大学研修「北海道の寄生虫」
『北海道の寄生虫』といテーマで，高校生向けに体験授
業を行った。

獣医学研究院 高校生向け

※獣医師向け（卒後教育セミナー）は附属動物病院の頁をご覧ください。
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（3）審議会・委員会等参加状況

機関名 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

国

内閣府 1 2 1 1 1 0

環境省 3 4 3 4 5 4

農林水産省 13 13 4 5 3 19

厚生労働省 4 4 2 2 3 0

その他 0 0 0 0 0 0

文部科学省 8 3 1 4 2 1

自治体

北海道 13 9 8 4 3 3

札幌市 2 1 0 1 4 0

その他 6 6 4 3 2 4

その他

日本学術振興会 8 7 8 7 8 9

日本学術会議 1 1 1 1 2 2

大学評価・
学位授与機構 0 0 0 0 2 2

計 59 50 32 32 35 44

2．産学連携等

（1）外部資金獲得状況（過去 6年間）
「Ⅲ研究活動状況　5．外部資金獲得状況」を参照

（2）知的財産権の出願・取得状況

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

2 2 3 1 7 12

（3）産業創出講座等

産業創出講座設置部局 講座名 設置期間 設置申込者 獣医学研究院　兼務教員

産学・地域協働推進機構

食品分野研究部門 平成 29 年 1 月〜
平成 31 年 12 月 大塚製薬㈱ 坪田敏男（H29.1〜）

下鶴倫人（H29.1〜）

北の社会イノベーション
部門

平成 28 年 6 月〜
令和 3年 3月 ㈱日立製作所

片倉　賢（H30.2〜H31.3）
中尾　亮（H30.2〜）
松野啓太（H30.2〜）

大学院獣医学研究院 先端創薬部門 平成 30 年 6 月〜
令和 3年 3月

扶桑薬品工業
株式会社
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